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ビデオ｢天然ガスハイドレｰト｣

21世紀の天然ガス資源として期待されている天

然ガスハイドレｰトのビデオが完成しました.これま

でに地質調査所が中心となって行ってきた合成実

験,資源量評価,探査手法開発などを中心として,

天然ガスハイドレｰトの分布,構造,基礎物性から探

査,掘削,生産に至る広範な内容を分かりやすく解

説しています.地質調査所標本館で上映しているほ

か,基盤技術研究促進センタｰなどを通して入手で

きます.

内容は以下の通りです.

1.天然ガスハイドレｰトとは何か

1)天然ガスハイドレｰト:燃える雪玉の燃焼実験

2)日本近海の分布

3)世界の分布

4)メタンハイドレｰトの構造:分子模型,生成過程

2.基礎物性

1)合成実験:温度圧力条件の検討

2)生成分解曲線:メタンハイドレｰトの安定条件

3)測定装置:ガスクロマトグラフ,ガスクロマトグラ

フ燃焼質量分析計,ガスクロマトグラフ質量分析

計,核磁気共鳴装置

3.探査

1)地震探査の概念:海底下の地質構造の解析

2)地震探査船上作業:自嶺丸での船上作業

3)地震探査記録処理

4)BSR(海底疑似反射面):南海トラフの地震探査

記録

5)メタンハイドレｰトの安定領域

6)天然ガスハイドレｰト賦存モデル

7)ブレｰク海嶺:0DPLe9164航海,ハイドレｰト

回収試料

4.掘削･生産

1)掘削法

2)生産法

3)ロシア･シベリア:メソヤハ油田

4)アラスカ･ノｰススロｰプ:ブルトｰベイ油田

5.まとめ

1)日本の探査･開発計画:基礎物理探査,基礎試

錐

2)通産省･石油公団の開発計画･体制:天然ガス

ハイドレｰト開発推進体制

3)世界及び日本の天然ガスハイドレｰト資源量

4)今後の展望

(今井登)
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